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研究課題名「先天性乳び胸水・腹水の難治化因子の後方視的検討」に関する情

報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2017年 1月 1日から 2024年 12月 31日の間に、名古屋大学医学部

附属病院（総合周産期母子医療センター 新生児部門）に入院され、「先天性乳び胸水・

腹水」と診断されたお子さんです 。 

具体的には、胎児期あるいは生後 48時間以内に胸水や腹水が確認され、治療のために胸

や腹部にドレーン（管）を留置されたお子さんを対象としています 。 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

先天性乳び胸水・腹水は稀な病気ですが、呼吸や循環の状態が悪くなったり、栄養状

態が悪化したりする重篤な病態です。治療には、絶食や点滴による栄養管理のほか、

お薬を使う治療（薬物療法）や手術などが行われますが、標準的な治療方法はまだ確

立されていません 。 本研究では、当院で過去に治療を受けた患者さんの診療記録を

調査し、どのような特徴を持つ患者さんが治療によって良くなったか、あるいは治療

が難しかった（難治化した）かを調べます。特に、治療が難しくなる要因や、お口か

らの栄養（経腸栄養）を開始する適切な時期などについて検討し、より安全で効果的

な治療方針を確立することを目指します 。 

研究方法： 

対象となる期間の電子カルテなどの診療記録から、患者さんの背景（出生時の状況な

ど）、行われた治療の内容、検査結果、治療後の経過などの情報を抽出し、分析しま

す。この研究のために、新たな検査や治療を行うことはありません 。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2029年 12月 1日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

研究には、以下の情報を診療記録から収集して使用します 。 

• 情報： カルテ番号、患者さんの背景（在胎週数、出生体重など）、治療内容（使用

したお薬の量や期間、処置の内容）、検査データ（胸水・腹水の性状、排液量の推

移など）、治療後の経過（合併症の有無など） 等  

※本研究では、血液や組織などの「試料」は使用しません 。 

 



 

 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。ただし、実施承認日

から 1ヶ月に限り対応可能です。 

  連絡先： 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 名古屋大学医学部附属病院 総合周産期母子医療セ

ンター 新生児部門（外来棟 4 階） 電話：052-744-2953 担当者（連絡窓口）：白川 雄一

（医員） 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 総合周産期母子医療センター 新生児部門 職名：診療教授 

氏名：佐藤 義朗                         

 

 

 

 

 

 

 


